
知識の提供・普及啓発

はじめる助成

年目1

課　題

目　標

過疎化が進む中山間地域で、地域住民が主体となり、
地域資源を活用したエネルギー事業を創出すること
で、地域再生と環境保全を同時に達成しエネルギー
自立を果たしたい。

地域住民の地域資源活用に対するニーズの確認や、
携わる人材の掘り起こしを図り、自然エネルギーや
省エネに関する事業を創出する。

省エネ、自然エネルギー活用を進めるための
若桜町エネルギー相談所の開設
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エネルギー相談 6件
1軒
90％
90％

住宅断熱セルフ改修

今年度計画の達成度

目標達成度
活動内容と成果

住民の活動を活発化させ、事業化を実現していきたい。そのための支援体制・しく
みが必要で、特に外部の専門家と地域をつなぐ、あるいは住民間をつなぐコーディ
ネーターが必須であるため、人材育成にも力を入れたい。

エネルギー事業創出の準備として、「エネルギー相
談会」や「エネルギー消費実態調査」により、地域住
民のニーズ把握や携わる人の掘り起こしを行った。
小水力発電に関心を持つ人がいることがわかり、次
年度「自然エネルギー学校」で開発手法を実践を通
じて学ぶことになった。また、寒冷地であるが住宅
の高断熱化が進んでいないため、住民への啓発を進
める準備として住宅断熱セルフリノベ実験を実施
した。可能であれば自分で作業をすることにより比
較的低価格での実施が可能であり、この手法を広げ
ることで断熱化を進めたいと考えている。

今後の
展望

住宅断熱セルフ改修作業の様子

地域住民とともに
小水力発電調査を実施

■苦労した点
小水力発電設置地点の選定は、地域住
民の同意無しには進めることができ
ず、事業に関心を持ってもらえない場
合は実施が不可能。

■工夫した点
役場や集落のキーパーソンとコミュ
ニケーションをよくとることが、事業
を円滑に進めるために重要であり、意
見を聞くことに努めた。

（特非）   若桜・こらぼ企画


